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安全情報の表示について

当社では人身事故や財産の損害を避けるために，危険の程度に応じて下記のようなシグナルワードを用いて安全に関す

る情報を提供しています。記述内容を十分理解して機器を操作するようにしてください。

下記の表示およびシンボルは，そのすべてが本器に使用されているとは限りません。また，外観図などが本書に含まれる

とき，製品に張り付けたラベルなどがその図に記入されていない場合があります。

説明書中の表示について

回避しなければ，死亡または重傷に至る切迫した危険状況があることを警告しています。

回避しなければ，死亡または重傷に至る可能性がある潜在的危険について警告しています｡

回避しなければ，軽度または中程度の人体の傷害に至る可能性がある潜在的危険，または，

物的損害の発生のみが予測されるような危険状況について警告しています。

機器に表示または説明書に使用されるシンボルについて

機器の内部や操作箇所の近くに，または説明書に，安全上あるいは操作上の注意を喚起するための表示があります。

これらの表示に使用しているシンボルの意味についても十分理解して，注意に従ってください。

禁止行為を示します。丸の中や近くに禁止内容が描かれています。

守るべき義務的行為を示します。丸の中や近くに守るべき内容が描かれています。

警告や注意を喚起することを示します。三角の中や近くにその内容が描かれています。

注意すべきことを示します。四角の中にその内容が書かれています。

このマークを付けた部品がリサイクル可能であることを示しています。
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 警告

1 左のアラートマークを表示した箇所の操作をするときは，必ず取扱説明書

を参照してください。取扱説明書を読まないで操作などを行った場合は，

負傷する恐れがあります。また，本器の特性劣化の原因にもなります。

なお，このアラートマークは，危険を示すほかのマークや文言と共に用い

られることもあります。

2 測定カテゴリについて

本器は，測定カテゴリⅠ（CATⅠ）の機器です。CATⅡ，Ⅲ，およびⅣに該

当する場所の測定には絶対に用いないでください。

測定器を安全に使用するため，IEC 61010では測定カテゴリとして，使用

する場所により安全レベルの基準をCATⅠ～CATⅣで分類しています。

概要は下記のとおりです。

CATⅠ： コンセントからトランスなどを経由した機器内の二次側の電気

回路

CATⅡ： コンセントに接続する電源コード付き機器（可搬形工具・家庭用

電気製品など）の一次側電気回路

CATⅢ： 直接分電盤から電気を取り込む機器（固定設備）の一次側およ

び分電盤からコンセントまでの電気回路

CATⅣ： 建造物への引き込み電路，引き込み口から電力量メータおよ

び一次側電流保護装置（分電盤）までの電気回路

3 本器へ電源を供給するには，本器に添付された3芯電源コードを接地極

付コンセントへ接続し，本器が接地されるようにして使用してください。もし，

接地極付コンセントがない場合は，本器へ電源を供給する前に，変換ア

ダプタから出ている緑色の線の先端の端子，または背面パネルの接地用

端子を必ず接地してから，ご使用ください。接地しないで電源を投入する

と，負傷または死につながる感電事故を引き起こす恐れがあります。また，

精密部品を破損する可能性があります。

4 本器は，お客様自身では修理できませんので，本体またはユニットを開け，

内部の分解などしないでください。本器の保守に関しては，所定の訓練を

受け，火災や感電事故などの危険を熟知した当社または代理店のサービ

スマンにご依頼ください。本器の内部には，高圧危険部分があり不用意

にさわると負傷または死につながる感電事故を引き起こす恐れがありま

す。また精密部品を破損する可能性があります。

または

修理
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 警告

5 機器本体またはユニットには，出荷時の品質を保持するために性能保証

シールが貼られています。このシールは，所定の訓練を受け，火災や感

電事故などの危険を熟知した当社または代理店のサービスマンによって

のみ開封されます。第三者によってシールが開封，破損されると機器の

性能保証を維持できない可能性があると判断する場合があります。お客

様自身で本体またはユニットを開け，性能保証シールを破損しないようご

注意ください。

6 本器は，必ず決められた設置方法に従って設置してください。本器を決め

られた設置方法以外で設置すると，わずかの衝撃でバランスを崩して足

元に倒れ，負傷する恐れがあります。また，本器の電源スイッチの操作が

困難になる設置は避けてください。

7 電池をショートしたり，分解や加熱したり，火に入れたりしないでください。

電池が破損し中の溶液が流出することがあります。

電池に含まれる溶液は有毒です。

もし，電池が破損などにより溶液が流出した場合は，触れたり，口や目に

入れないでください。誤って口に入れた場合は，ただちに吐き出し，口を

ゆすいでください。目に入った場合は，擦らずに流水でよく洗ってください。

いずれの場合も，ただちに医師の治療を受けてください。皮膚に触れた場

合や衣服に付着した場合は，洗剤でよく洗い流してください。

転倒

校正

電池の溶液
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 注意

1 ヒューズを交換するときは，電源コードを電源コンセントから抜いて，本説

明書記載のヒューズと交換してください。または本器背面のヒューズの表

示と同じ形名，または同じ特性のヒューズを使用してください。

ヒューズの表示において

T5A250VまたはT3.15A250Vはタイムラグ形ヒューズであることを示し

ます。

電源コードを電源コンセントから抜かないでヒューズの交換をすると，感電

する可能性があります。

2 電源やファンの周囲のほこりを清掃してください。

・ 電源コンセントに付着したほこりなどは，ときどき，清掃してお使いくだ

さい。ほこりが電極にたまると火災になる恐れがあります。

・ ファンの周りのほこりなどを清掃し，風穴をふさがないようにしてくださ

い。風穴をふさぐと，本器内部の温度が上昇し，火災になる恐れがあ

ります。

3 測定端子には，その端子とアースの間に表示されている値を超える信号

を入力しないでください。本器内部が破損する可能性があります。

ヒューズ交換

清掃

測定端子
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 注意

本器はメモリのバックアップ用電池として，フッ化黒鉛リチウム電池を使用し

ています。交換は当社サービス部門にて行いますので，最寄りの当社営業

所または代理店へお申し付けください。

注：本器の電池寿命は購入後，約 7 年です。早めの交換が必要です。

本器内のメモリの

バックアップ用電池交換

について
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品質証明

アンリツ株式会社は，本製品が出荷時の検査により公表規格を満足していること，

ならびにそれらの検査には，産業技術総合研究所（National Institute of
Advanced Industrial Science and Technology）および情報通信研究機構

（National Institute of Information and Communications Technology）など

の国立研究所によって認められた公的校正機関にトレーサブルな標準器を基準と

して校正した測定器を使用したことを証明します。

品質保証

アンリツ株式会社は，納入後 1 年以内に製造上の原因に基づく故障が発生した場

合は，無償で修復することを保証します。

ただし，次のような場合は上記保証の対象外とさせていただきます。

・ 取扱説明書に記載されている保証対象外に該当する故障の場合。

・ お客様の誤操作，誤使用，無断改造・修理による故障の場合。

・ 通常の使用を明らかに超える過酷な使用による故障の場合。

・ お客様の不適当または不十分な保守による故障の場合。

・ 火災，風水害，地震，そのほか天災地変などの不可抗力による故障の場合。

・ 指定外の接続機器，応用機器，応用部品，消耗品による故障の場合。

・ 指定外の電源，設置場所による故障の場合。

また，この保証は，原契約者のみ有効で，再販売されたものについては保証しか

ねます。

アンリツ株式会社は，本製品の欠陥に起因する損害のうち，予見できない特別の

事情に基づき生じた損害およびお客様の取引上の損失については，責任を負い

かねます。

当社へのお問い合わせ

本製品の故障については，本説明書（紙版説明書では巻末，CD版説明書では別

ファイル）に記載の「本製品についてのお問い合わせ窓口」へすみやかにご連絡く

ださい。
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国外持出しに関する注意

1. 本製品は日本国内仕様であり，外国の安全規格などに準拠していない場

合もありますので，国外へ持ち出して使用された場合，当社は一切の責

任を負いかねます。

2. 本製品および添付マニュアル類は，輸出および国外持ち出しの際には，

「外国為替及び外国貿易法」により，日本国政府の輸出許可や役務取引

許可を必要とする場合があります。また，米国の「輸出管理規則」により，

日本からの再輸出には米国政府の再輸出許可を必要とする場合があり

ます。

本製品や添付マニュアル類を輸出または国外持ち出しする場合は，事前

に必ず弊社の営業担当までご連絡ください。

輸出規制を受ける製品やマニュアル類を廃棄処分する場合は，軍事用途

等に不正使用されないように，破砕または裁断処理していただきますよう

お願い致します。
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電源ヒューズについて

電源関係の安全性確保のために，当社の製品では，お客様の要求に応じて

1 ヒューズ電源または 2 ヒューズ電源が提供されています。

1 ヒューズ電源： 活電状況にある単相電源線の片方だけに

ヒューズが付きます。

2 ヒューズ電源： 活電状況にある単相電源線の両方に

ヒューズが付きます。

例 1：1 ヒューズ電源が使用されているときは，ヒューズホルダが 1 個見えます。

ヒューズホルダ

例 2：2 ヒューズ電源が使用されているときは，ヒューズホルダが 2 個見えます。

ヒューズホルダ

　　　　



− x −



































































































 警告



 注意

 警告



 注意

























































































































































































































































































































 注意





 注意







 注意



 注意

















































































































































































 注意
































	表紙
	安全情報の表示について
	安全にお使いいただくために
	目次
	１章　概要
	1.1 取扱説明書の構成
	1.2 MD6420Aとは？
	1.3 機器の構成
	1.3.1 標準構成
	1.3.2 オプション

	1.4 プラグインユニット
	1.4.1 セレクションガイド
	1.4.2 インタフェースユニット
	1.4.3 拡張ユニット
	1.4.4 リモートコントロールユニット
	1.4.5 ユニット組み合わせ例

	1.5 応用部品及び周辺機器
	1.6 規格
	1.6.1 使用時の条件
	1.6.2 送信クロック
	1.6.3 受信クロック
	1.6.4 送信パターン
	1.6.5 誤り挿入
	1.6.6 調歩同期（v.24/v.28，x.20/x.21，TTLユニット）
	1.6.7 誤り測定
	1.6.8 パターントレース
	1.6.9 DC電圧測定
	1.6.10 周波数測定及びカウント
	1.6.11 時間測定
	1.6.12 信号線のモニタ
	1.6.13 外部出力
	1.6.14 外部入力
	1.6.15 印字出力
	1.6.16 設定条件の記憶
	1.6.17 内蔵タイマ
	1.6.18 ディスプレイ
	1.6.19 スピーカ
	1.6.20 音声の送出
	1.6.21 電源
	1.6.22 寸法・重量


	２章　操作方法
	2.1 使用する前の注意
	2.2 組立て・結合方法
	2.3 ユニットの挿入・抜出
	2.4 ケーブル・周辺機器の接続
	2.5 正面パネルの説明
	2.6 背面パネルの説明
	2.7 ELディスプレイ画面の構成
	2.8 電源投入、時刻設定方法
	2.9 プリンタ用紙のセット方法
	2.10 画面操作方法の概要
	2.11 ELディスプレイに表示される画面の種類と階層
	2.12 画面基本操作
	2.12.1 カーソルの移動・カーソル消去
	2.12.2 カーソル表示位置と設定・指示操作
	2.12.3 画面階層の移動
	2.12.4 表示スクロール操作

	2.13 プリンタON/OFF操作
	2.14 リモート／ローカル、パネルロック操作
	2.15 モニターLED表示切りかえ操作
	2.16 信号線・アラーム信号の設定操作

	３章　測定操作
	3.1 測定準備
	3.2 本体背面パネル接栓の測定に関する機器との接続
	3.3 背面DIPSWの設定
	3.4 測定のための操作概要
	3.5 インタフェース条件設定操作
	3.5.1 インタフェース条件設定画面の構成
	3.5.2 インタフェース条件の設定方法

	3.6 誤り測定操作
	3.6.1 誤り測定操作の概要
	3.6.2 基本的な誤り測定操作
	3.6.3 送信データに誤りデータを付加する場合の操作
	3.6.4 長時間測定し、エラー発生／アラーム発生・復帰ごとにその内容を印字する場合の操作
	3.6.5 くり返し測定のモードで測定し、周期ごとの測定結果を印字する場合の操作
	3.6.6 長時間測定し、エラー発生状況を時系列にヒストグラム分析する場合の操作
	3.6.7 くり返し測定のモードで長時間測定し、ヒストグラム分析・しきい値分布などの各種分析を行う場合の操作
	3.6.8 誤り測定画面の構成
	3.6.9 誤り測定結果全項目表示画面の構成
	3.6.10 誤り測定印字条件設定（インターバル）画面の構成
	3.6.11 誤り測定印字条件設定（ピリオディック）画面の構成
	3.6.12 誤り分析データ収集条件設定画面の構成
	3.6.13 誤り測定条件の設定
	3.6.14 誤り測定の開始／停止
	3.6.15 測定結果をみる
	3.6.16 測定結果を印字する
	3.6.17 誤り測定印字条件の設定
	3.6.18 誤り分析データ収集条件の設定
	3.6.19 分析データ収集開始／停止

	3.7 電圧測定操作
	3.7.1 電圧測定操作の概要
	3.7.2 電圧測定画面の構成
	3.7.3 電圧測定操作手順

	3.8 周波数測定操作
	3.8.1 周波数測定操作の概要
	3.8.2 周波数測定画面の構成
	3.8.3 周波数測定操作手順

	3.9 ラインインターバル測定操作
	3.9.1 ラインインターバル測定の概要
	3.9.2 ラインインターバル測定画面の構成
	3.9.3 ラインインターバル測定操作手順

	3.10 伝送遅延時間測定操作
	3.10.1 伝送遅延時間測定操作の概要
	3.10.2 伝送遅延時間測定画面の構成
	3.10.3 伝送遅延時間測定操作手順

	3.11 ワードパターンデータ送信・ワードトレース操作
	3.11.1 ワードパターンデータ送信・ワードトレース操作概要
	3.11.2 ワードトレース設定画面の構成
	3.11.3 ワードパターン設定画面の構成
	3.11.4 ワードトレース結果表示画面の構成
	3.11.5 ワードパターンデータ送信・ワードトレース操作手順
	3.11.6 ワードパターンデータ送信条件設定・送信操作手順
	3.11.7 ワードトレース条件設定・トレース操作手順
	3.11.8 ワードパターン設定画面でのパターン設定方法
	3.11.9 トレース結果の検索方法

	3.12 背面スロットのユニット挿入状態を確認する
	3.13 セーブ／リコール操作
	3.13.1 セーブ／リコール概要
	3.13.2 プリセットメモリーセーブ操作
	3.13.3 プリセットメモリーリコール操作

	3.14 ビフォアパワーオフよび出し操作
	3.15 プリンタ印字操作

	４章　アプリケーション
	4.1 X.21，V.11インタフェース同期式DCEの誤り測定
	4.2 X.20，V.10インタフェース調歩同期式モデムの誤り測定
	4.3 G.703 2.048Mb/s，G.704フレームインタフェースCSUの誤り測定
	4.4 G.703 2.048Mb/s，アンフレームインタフェースCSUの誤り測定
	4.5 X.21，V.11インタフェースDCEの電圧測定
	4.6 X.21，V.11インタフェース同期式DCEの周波数測定
	4.7 V.35インタフェースモデムの遅延時間測定
	4.8 G.703 2.048Mb/s，G.704フレームインタフェースCSUのFOXパターン送受信テスト
	4.9 G.703 2.048Mb/s，G.704フレームインタフェースCSUのユーザパターン送受信テスト

	５章　リモートコントロール
	5.1 概説
	5.2 RS-232Cシリアルインタフェース
	5.2.1 リモートコントロールユニット取りつけ、取りはずし方法
	5.2.2 リモートコントロールユニットの設定
	5.2.3 リモートコントロールコネクタ接続方法

	5.3 GP-IB（IEEE488.2）
	5.3.1 アドレスの設定方法
	5.3.2 リモートコントロールユニット取りつけ、取りはずし方法
	5.3.3 リモートコントロールコネクタ接続方法
	5.3.4 IEEE488.2規格概要
	5.3.5 電源投入時の状態
	5.3.6 メッセージ交換オプション

	5.4 プログラムメッセージルールとコマンドルール
	5.5 コマンド一覧
	5.5.1 コマンド概要
	5.5.2 コマンド一覧表の見方

	5.6 レスポンスメッセージルール
	5.6.1 レスポンスメッセージの構成

	5.7 レスポンス一覧
	5.8 プログラム例
	5.8.1 GP-IBによるプログラム例
	5.8.2 RS-232Cによるプログラム例


	６章　動作原理
	6.1 誤り測定
	6.1.1 擬似ランダムパターン
	6.1.2 ゼロサプレス処理
	6.1.3 固定パターン
	6.1.4 擬似ランダムパターン同期確立条件
	6.1.5 擬似ランダムパターン同期外れ検出条件
	6.1.6 誤りパフォーマンス（CCITT G.821）
	6.1.7 電源断処理
	6.1.8 クロックスリップ
	6.1.9 誤り挿入
	6.1.10 固定パターン同期確立
	6.1.11 BBE，BBERについて

	6.2 電圧測定
	6.3 伝送遅延時間測定
	6.4 ワードパターン発生およびトレース
	6.4.1 ワードパターンの設定と送出
	6.4.2 FOXパターン
	6.4.3 ワードメモリボード－セーブ／ロード
	6.4.4 ビットシフト
	6.4.5 トレースパターンのコピー
	6.4.6 送信パターンとトレースパターンの比較


	７章　簡易動作チェック
	7.1 概要
	7.2 チェック手順

	８章　保管及び輸送
	8.1 日常の手入れ
	8.2 保管
	8.2.1 保管上の注意
	8.2.2 推奨できる保管条件

	8.3 輸送

	付録Ａ　略語一覧表
	付録Ｂ　データコード表



